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目次ページ写真を募集します！
～にしごう投稿写真ひろば～

目次 -Contents-

ニシゴーヌの住まい、阿武隈
川源流（西郷瀞

とろ
付近）

今月の表紙

▲写真募集 QR

がんばれかずちゃんからの投稿写真（１月撮影）　
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）」
が
４
月
１
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
県
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
客
を
お
迎
え
す
る
予
定
で

す
。
西
郷
村
内
で
は
、
４
月
18

日
に
開
催
さ
れ
る
、
西
郷
さ
く

ら
ま
つ
り
、
観
桜
ウ
ォ
ー
ク
を

始
め
、こ
れ
か
ら
６
月
に
か
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
Ｄ
Ｃ
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
観

光
客
の
み
な
さ
ん
を
「
お
も
て

な
し
」
の
気
持
ち
で
お
迎
え
し

ま
し
ょ
う
！

地元観光関係者と自治体が、ＪＲグループをはじめ全国の旅行会社などと連携して

おこなう国内最大級の観光キャンペーンです。 期間中、福島県内ではさまざまな

メニューをご用意して、全国からの観光客の皆さまをお迎えします。

ふくしまディスティネーションキャンペーンとは？

第 11 回 源流の郷 観桜健康ウォーキング

●集合場所：太陽の国厚生センター前
●コース：〇太陽の国周辺の３コース　① 7.5km　② 3.5km　③ 2.1km
　注：①～③コースは当日参加も可能ですが、完歩証にお名前が入りません。
●持ち物：水筒、雨具、帽子、健康保険証（写し）
●参加資格：健康な状態で参加できる方。但し、幼児は保護者の、障がい者
　　　　　　は介助者の同伴が必要です。
●参加料：無料
●申込方法：4 月 1 日～ 4 月 15 日の間に生涯学習課までお申込みください。
■お申込み：生涯学習課　　　　　　☎ 0248-25-2371   FAX 0248-25-2756

受　　付　8 時 30 分～ 8 時 50 分（少雨決行）
開  会  式　9 時 00 分　スタート　9 時 30 分

西郷さくら祭り
●時　間　10 時～ 14 時
●場　所　福島県総合社会福祉施設　太陽の国
●内　容　各種団体による出し物や模擬店、
　　　　　フリーマーケット
■問合せ　西郷さくら祭り実行委員会事務局
　　　　　（福島県社会福祉事業団）
　　　　　　　　　　　　　   　☎ 0248-25-3020

4/18
（土）
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西
郷
村
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

回
復
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

昨
年
よ
り
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
誕
生
さ
せ
る
た
め

に
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
休
み
に
村
内
小
中

学
生
の
み
な
さ
ん
に
課
題
の
一

つ
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
原

案
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
最
終
的
に
は
８
１
５
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
に
よ
る
予
備
審
査
、

一
次
審
査
の
後
に
、
全
村
民
参

加
に
よ
る
村
民
投
票
を
実
施

し
、
最
多
得
票
を
獲
得
し
、
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
西

郷
第
一
中
学
校
一
年
の
梶
山
紗

菜
さ
ん
の
作
品
で
、
高
原
の
妖

精
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
か
れ
た

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

頭
に
は
、
新
幹
線
の
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
と
水
芭
蕉
の
コ

サ
ー
ジ
ュ
、
肩
か
ら
は
あ
ぶ
く

ま
川
源
流
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス

カ
ー
フ
を
身
に
ま
と
う
、
ポ
テ

ト
ま
ん
じ
ゅ
う
が
大
好
き
な
女

の
子
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　

そ
の
後
、
実
行
委
員
会
で
は

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

し
、選
考
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

応
募
の
中
で
多
く
案
が
あ
っ
た

も
の
は
「
ニ
ッ
シ
ー
」「
に
し

り
ん
」「
に
し
こ
ち
ゃ
ん
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
団
体

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
と
重
複

す
る
も
の
、
商
標
登
録
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
不
採
用
と

し
ま
し
た
。
今
回
決
定
し
た
愛

称
に
つ
い
て
は
、
名
前
単
独
で

「
西
郷
村
」
と
直
結
で
き
る
「
ニ

シ
ゴ
ウ
」
の
音
が
含
ま
れ
た
愛

称
の
中
か
ら
、
女
性
名
詞
を
表

す
「ine

＝
ー
ヌ
」」
が
付
加

さ
れ
た
「
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ
」
を
選

定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
西
郷

村
」
を
「
に
し
ご
う
む
ら
」
と

呼
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
強

い
思
い
を
込
め
「
さ
い
ご
う

じ
ゃ
な
い
よ
に
し
ご
う
だ
ョ

☆
」
と
い
っ
た
冠
名
を
付
け
て

い
ま
す
。

　

２
月
27
日
に
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
原
案
の
村
民
投
票
で
入
選

さ
れ
た
上
位
５
名（
上
記
写
真
）

に
対
す
る
表
彰
式
と
実
行
委
員

会
か
ら
村
へ
の
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ
の

引
渡
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ
は
、
村
の

イ
ベ
ン
ト
や
PR
活
動
で
甲
子
の

森
か
ら
出
て
き
て
く
れ
る
そ
う

で
す
。み
な
さ
ん
も
、ニ
シ
ゴ
ー

ヌ
を
見
か
け
た
ら
是
非
、
仲
よ

く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

西郷村イメージキャラクター

ニシゴーヌ 誕生

ニシゴーヌ原案作成者　梶山紗菜さん

　夏休みの課題でニシゴーヌの原案を作成しましたが、インターネッ

トで西郷村に関することを調べました。阿武隈川の源流に位置するこ

とや、村の花は水芭蕉であること、村で唯一新幹線の駅があることな

ど、学ぶことがたくさんありました。

　誕生したニシゴーヌは、自分がイメージしていたかわいいキャラク

ターとなり嬉しいです。今後、村民の皆さんに長く愛されるキャラク

ターになってほしいです。

実行委員会活動開始
小中学生による原案作成

投票作品の絞り込み・書きおこし
村民投票

～ニシゴーヌ誕生までの軌跡～

10 名による実行委員で村のキャラクター作成

の流れを打合せしました。広く全国から原案を

募集することも考えましたが、村内小中学生が

村に愛着を持っていただくことに重点を置き、

村内での募集を行うことに決定しました。

▲受賞されたみなさん（左から高野美都さん、渡辺卓登さん、田辺希颯さん、ニシゴーヌ、
　梶山紗菜さん、星貴大さん）

んに盛り込んだ作品ばかりでした。実行委員会

のメンバーも、作品を眺めながら小中学生の発

想力にただただ脱帽する思いでした。

さいごうじゃないよ
　　　にしごうだョ☆ ２４５世

実行委員会にて、

西郷村にふさわし

いキャラクターを

９作品にまで絞り

込みました。絞り

込んだ作品につい

絞り込んだ９作品にて、

全村民を対象とした村民

投票を行いました。投票

は郵送のほか、村内各施

設で応募できる投票箱を

設けました。投票の結果、

梶山紗菜さんの作品がグ

ランプリに輝きました。

夏休みの課題

と し て 815

点の応募があ

りました。ど

の作品も力作

で、西郷村の

特産や土地柄

などをふんだ

ては、投票を行うために、イラストの書きお

こしを行いました。

キャラクター名称募集・選考

表彰式・ニシゴーヌ引渡式

決定したキャラクターにぴったり

の名前を付けるべく、村民のみな

さんから名前を募集しました。実

行委員会の「西郷村を " にしごう

むら " と呼んでほしい」という強

い思いがあり、名前の中に「にし

キャラクター原案

の村民投票で入選

された上位５名の

みなさんへの表彰

式を行いました。

またニシゴーヌの巣立ちの場とな

る、実行委員会から西郷村への引

渡式が開催され、ニシゴーヌの旅

立ちを見送りました。ごう」の文字が入る名称に決定しました。
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西郷村体育協会表彰式

　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
々
の
功
績

を
た
た
え
、「
体
育
協
会
表
彰
式
」
が
2
月
23
日
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
花
安
体
育
協
会
長
の
式
辞
が
あ
り
、
優
秀
指
導
者
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
西
郷
柔
道
会
の
神
庭
文
明
さ
ん
が
、
受
賞
者
を
代
表
し
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。（
上
記
写
真
）

　
な
お
、
受
賞
者
の
氏
名
、
功
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

【
優
秀
指
導
者
賞
】　　
　
　
　

神
庭
　
文
明
（
西
郷
柔
道
会
）

　

平
成
13
年
か
ら
西
郷
柔
道
会

　

の
コ
ー
チ
と
し
て
主
に
小
・

　

中
学
生
を
対
象
に
指
導
し
、

　

本
村
の
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
の
発

　

展
に
貢
献
。

【
特
別
賞
】

小
松
　
芹
奈
（
第
一
中
学
校
）

　
◀
表
彰
さ
れ
る
小
松
さ
ん

　

第
25
回
都
道
府
県
対
抗
全
日

　

本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

　

会　

第
3
位

　

福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

女
子
個
人
優
勝
・
団
体
優
勝

　
第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会

　

女
子
個
人
第
2
位
・
団
体
優
勝

【
優
秀
選
手
賞
】

　

齋
藤
　
優
汰（
熊
倉
小
６
年
）

　

第
38
回
西
白
河
地
区
小
学
校

　
陸
上
競
技
会
男
子
走
り
幅
跳
び

　

優
勝　

4
ｍ
65
ｃ
ｍ　

　
桐
生
優
衣
菜（
熊
倉
小
６
年
）

　

第
38
回
西
白
河
地
区
小
学
校

　

陸
上
競
技
会
女
子
800
ｍ　

　

優
勝　

2
分
32
秒
29　

　
鈴
木
　
琉
斗
（
米
小
４
年
）

　

第
21
回
県
小
学
生
学
年
別
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
（
４

　

年
以
下
の
部
）
第
３
位　
　
　

　

相
山
　
昂
慧
（
米
小
２
年
）

　

第
21
回
県
小
学
生
学
年
別
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
（
４

　

年
以
下
の
部
）　

第
３
位　
　

　

佐
藤
　
未
宙（
熊
倉
小
４
年
）

　

第
25
回
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
選
手
権
大
会
第
２
部

　
（
４
年
以
下
の
部
）
第
２
位

　

第
21
回
県
小
学
生
学
年
別
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
（
４

　

年
以
下
の
部
）　

第
２
位

　

第
25
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
ロ
ー
の
部

　

団
体
戦
第
３
位　

　
大
沼
　
永
遠（
小
田
倉
小
６
年
）

　

西
白
河
郡
市
陸
上
大
会　

　
　

男
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
優
勝

　

坂
本
　
朱
羽
（
米
小
３
年
）

　

第
21
回
県
小
学
生
学
年
別
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
（
４

　

年
以
下
の
部
）　

第
３
位

　

第
25
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
ロ
ー
の
部

　

団
体
戦
第
３
位

　

栁
沼
　
里
彩
（
米
小
3
年
）

　

第
21
回
県
小
学
生
学
年
別
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
（
４

　

年
以
下
の
部
）
第
３
位

　

熊
谷
　
樹
希（
白
河
第
二
小
６
年
）

　

第
30
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

　

交
流
大
会
福
島
県
選
考
会
県
南

　
（
西
白
河
・
東
白
川
）
地
区
予
選
会

　

男
子
４
×
１００
ｍ
リ
レ
ー
優
勝

　

第
24
回
福
島
県
小
学
生
リ
レ

　

ー
カ
ー
ニ
バ
ル
男
子
４
×
１００

　
ｍ
リ
レ
ー
優
勝

　

金
山
　
佐
也
香（
白
河
第
二
小
６
年
）

　
　

第
30
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

　

交
流
大
会
福
島
県
選
考
会
県

　

南
（
西
白
河
・
東
白
川
）
地
区
予
選
会

　

女
子
４
×
100
ｍ
リ
レ
ー
優
勝

　

久
我
　
知
輝（
第
一
中
１
年
）

　

第
57
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男

　

子　

個
人
第
３
位　

　

第
45
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体

　

準
優
勝

　

小
山
田
彩
美（
第
一
中
１
年
）

　

福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技

　

選
手
権
大
会
女
子
C
走
幅
跳

　

第
２
位

　

大
槻
　
翔　
（
第
一
中
１
年
）

　
福
島
県
中
学
校
新
人
陸
上
大
会

　

棒
高
跳　

第
１
位

　

大
倉
　
直
也（
第
一
中
２
年
）

　
福
島
県
中
学
校
新
人
陸
上
大
会

　

棒
高
跳　

第
２
位

　

仁
平
　
有
香（
第
一
中
２
年
）

　
福
島
県
中
学
校
新
人
柔
道
大
会

　

女
子
個
人
57
㎏
級
第
３
位　

　

檜
山
　
遥
斗（
第
一
中
２
年
）

　

第
57
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

　

男
子
個
人
第
３
位　

　

第
45
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
準
優
勝

　

根
本
　
拓
哉（
第
一
中
２
年
）

　
第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会
男
子
個
人
第
３
位　

　
第
45
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会
男
子
団
体
準
優
勝

　

鈴
木
　
竜
弥（
第
一
中
２
年
）

　

第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　
テ
ニ
ス
大
会
男
子
個
人
第
３
位

　

第
45
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
準
優
勝

　

石
井
　
杏
奈（
第
一
中
２
年
）

　

第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
優
勝

　
第
34
回
福
島
県
中
学
校
新
人
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
戦
優
勝

　

石
田
恵
美
莉（
第
一
中
２
年
）

　

第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
優
勝

　
第
34
回
福
島
県
中
学
校
新
人
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
戦
優
勝

　

遠
藤
あ
い
み（
第
一
中
３
年
）

　

福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

女
子
個
人
優
勝
・
団
体
優
勝

　

第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会

　
女
子
個
人
第
2
位
・
団
体
優
勝

　

角
田
　
夏
歩（
第
二
中
１
年
）

　

第
34
回
福
島
県
中
学
校
新
人

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

　

女
子
個
人
準
優
勝

　

宗
像
　
海
花（
第
二
中
１
年
）

　

第
34
回
福
島
県
中
学
校
新
人

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

　

女
子
個
人
準
優
勝

　

深
谷
　
早
希（
白
河
旭
高
１
年
）

　

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育

　

大
会
陸
上
競
技

　

女
子
七
種
競
技
優
勝

　

荒
井
　
侑
磨（
白
河
旭
高
２
年
）

　

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育

　

大
会
陸
上
競
技　

　

男
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩
優
勝

　

岩
宮
　
飛
翔（
白
河
実
業
高
２
年
）

　

平
成
26
年
度
福
島
県
高
等
学

　

校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

競
技　

団
体
第
３
位

　

添
田
　
海
都（
白
河
実
業
高
２
年
）

　
平
成
26
年
度
福
島
県
高
等
学
校

　

体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

団
体
第
３
位

　

高
久
み
な
み（
光
南
高
１
年
）

　

第
37
回
内
閣
総
理
大
臣
杯
争

　

奪
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　

権
大
会
福
島
大
会
女
子
個
人

　

57
㎏
級　

第
３
位

　

鈴
木
　
玲
子（
光
南
高
１
年
）

　

第
37
回
内
閣
総
理
大
臣
杯
争

　

奪
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　

権
大
会
福
島
大
会
女
子
団
体

　

準
優
勝

　

女
子
個
人
無
差
別
級
第
３
位

　

遠
藤
　
菜
（々
光
南
高
２
年
）

　

第
60
回
福
島
県
高
等
学
校
体

　

育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

　

女
子　

優
勝

　

中
村
　
綾
香（
光
南
高
２
年
）

　

第
37
回
内
閣
総
理
大
臣
杯
争

　

奪
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　

権
大
会
福
島
大
会
女
子
団
体

　

準
優
勝

　

女
子
個
人
52
㎏
級　

第
３
位

　

河
西
　
美
紅（
光
南
高
２
年
）

　

第
37
回
内
閣
総
理
大
臣
杯
争

　

奪
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　

権
大
会
福
島
大
会
女
子
団
体

　

準
優
勝

　

女
子
個
人
48
㎏
級　

第
３
位

　

菊
池
　
貴
大（
光
南
高
３
年
）

　

第
60
回
福
島
県
高
等
学
校
体

　

育
大
会
柔
道
競
技
男
子
団
体

　

第
３
位

　

男
子
個
人
81
㎏
級　

第
２
位

　

宮
川
　
慧
斗（
光
南
高
３
年
）

　

第
60
回
福
島
県
高
等
学
校
体

　

育
大
会
柔
道
競
技
男
子
団
体

　

第
３
位

　

増
子
　
拓
海（
光
南
高
３
年
）

　

第
60
回
福
島
県
高
等
学
校
体

　

育
大
会
柔
道
競
技
男
子
団
体

　

第
３
位　

　
大
河
内
　
駿（
学
石
高
２
年
）

　
第
60
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育

　

大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
準
優
勝

　

安
部
　
光
留（
学
石
高
１
年
）

　

第
60
回
福
島
県
高
等
学
校
体

　

育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
準
優
勝

　

越
前
　
由
喜

　
（
県
立
聾
学
校
高
等
部
１
年
）

　

デ
フ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

　

手
権
世
界
大
会
の
日
本
代
表

　

に
選
出

表 彰体育・文化活動の功績をたたえて　　
西郷村体育協会表彰式
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表 彰体育・文化活動の功績をたたえて　　
【
優
秀
団
体
賞
】

○
熊
倉
小
学
校

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　

第
16
回
福
島
県
小
学
生
ク
ロ

　

ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
大
会

　
　
　
　

第
３
位　

32
分
15
秒

桐
生
優
衣
菜
・
星
虎
太
郎
・
根
本

唯
・
八
代
圭
汰
・
高
木
胡
々
音
・

星
貴
大
・
倉
岡
瑠
奈
・
佐
藤
彪
楓

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
女
子

　
第
29
回
西
白
河
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

　

ト
ボ
ー
ル
秋
季
交
歓
大
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

高
木
胡
々
音
・
桐
生
優
衣
菜
・

根
本
唯
・
倉
岡
瑠
奈
・
大
川
原

心
・
大
塚
り
ら
・
力
田
知
捺
・

三
科
文
・
川
瀬
真
凜
・
大
川
原

美
弥
・
大
川
原
愛
弥
・
会
田
瑠

愛
・
菅
野
真
央
・
越
戸
咲
喜

○
小
田
倉
小
学
校

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
男
子

　
第
67
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
ス
ポ
ー

　

ツ
少
年
団
体
育
大
会
小
学
生
の

　

部
）
兼
東
北
電
力
旗
第
27
回
東

　

北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

　

会
兼
第
13
回
南
東
北
三
県
対
抗

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓

　

大
会
福
島
県
予
選
会　

第
３
位

大
栗
優
斗
・
藤
田
一
輝
・
石
田

昴
・
保
坂
歩
希
・
山
懸
功
季
・

関
根
藍
斗
・
近
藤
朱
璃
・
川
野

翔
・
小
林
雄
飛
・
安
細
冬
聖
・

河
合
涼
真
・
近
藤
大
地
・
近
藤

怜
羅
・
大
栗
拓
真
・
真
辺
楓
也

○
西
郷
第
一
中
学
校

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
男
子

　

第
45
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
準
優
勝

根
本
大
地
・
北
野
亮
介
・
安
部
湧

大
・
檜
山
遥
斗
・
鈴
木
竜
弥
・
根

本
拓
哉
・
鈴
木
拓
弥
・
久
我
知
輝

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
女
子

　
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ
フ

　

ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
団
体
優
勝

　

第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
優
勝

小
松
芹
奈
・
植
田
詩
織
・
植
田

朱
莉
・
石
田
恵
美
莉
・
石
井
杏

奈
・
坂
本
千
乃
・
向
田
侑
里
香
・

遠
藤
あ
い
み

○
西
郷
第
二
中
学
校

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

第
41
回
福
島
県
中
学
校
新
人

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
第
３
位

　

平
成
26
年
度
福
島
県
中
学
校

　

地
区
選
抜
強
化
競
技
会
県
南

　

選
抜
チ
ー
ム　
　
　

第
２
位

薄
井
南
斗
・
内
山
拓
人
・
石
田

飛
鳥
・
芦
原
槙
人
・
菊
池
優
斗
・

風
岡
孝
汰
・
鈴
木
雄
斗
・
木
賊

楓
希
・
須
藤
純
一
郎
・
近
藤
陸
翔
・

内
山
重
樹
・
薄
井
啓
人
・
玉
川

愛
翔
・
中
川
拓
音
・
小
坂
叶
夢

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
第
41
回
福
島
県
中
学
校
新
人
バ

　

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
第
２
位

　

平
成
26
年
度
福
島
県
中
学
校

　

地
区
選
抜
強
化
競
技
会
県
南

　

選
抜
チ
ー
ム　

第
２
位

佐
藤
茜
・
村
山
永
玖
・
高
野
美

都
・
樽
川
未
夢
・
矢
島
結
・
細

谷
優
芽
・
鈴
木
花
菜
・
深
見
美

結
・
高
木
美
空　

　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
57
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

団
体　

第
３
位

斎
須
翔
・
中
村
勇
樹
・
西
村
将

太
・
橋
本
悠
太
・
林
民
生
・
藤

田
潤
・
真
崎
開
・
竹
村
文
一　

　

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
第
57
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会

　

団
体　

第
３
位

佐
藤
望
生
・
相
川
う
ら
ら
・
角

田
茉
鈴
・
菅
原
怜
奈
・
大
沼
陽

菜
・
迎
茉
耶
・
角
田
夏
歩
・
宗

像
海
花

○
西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　（
西
郷
村
A
チ
ー
ム
）

　

第
13
回
市
町
村
対
抗
小
学
生

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
1
部
準
優
勝

　

第
36
回NHK

杯
ク
ラ
ブ
対

　

抗
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

　

会
1
部　

優
勝

北
野
敦
貴
・
宗
像
海
花
・
冨
塚

音
羽
・
近
藤
陽
菜
・
相
山
幸
希

奈
・
大
越
冴
珠

　
（
女
子
チ
ー
ム
）

　

第
25
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
ロ
ー
の
部

　

団
体
戦　

第
３
位

相
山
幸
希
奈
・
大
越
冴
珠
・
佐

藤
未
宙
・
坂
本
朱
羽

　
○
ふ
く
し
ま
駅
伝
西
郷
村
チ
ー
ム

　
第
26
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦

　

断
駅
伝
競
走
大
会
村
の
部
優
勝

薄
井
修
・
黒
澤
忠
直
・
石
渡
一

枝
・
深
見
美
結
・
菊
池
航
・
遠

藤
飛
翔
・
園
川
大
樹
・
室
井
涼

介
・
長
田
基
樹
・
天
倉
采
雅
・

北
川
凌
・
高
木
怜
奈
・
園
川
雅

樹
・
高
木
美
空
・
大
塚
翔
太
・

鈴
木
俊
・
荒
井
侑
磨
・
鈴
木
花

菜
・
山
形
武
士
・
佐
藤
茜
・
薄

井
玲
海
・
菊
地
翔
・
薄
井
南
斗
・

石
田
飛
鳥
・
角
田
幸
司

○
羽
太
小
学
校

　
小
林
万
莉
英
（
６
年
）　　

　
第
28
回
感
動
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀
賞

○
第
一
中
学
校

　
鈴
木
　
深
響
（
3
年
）　　

　

第
35
回
Ｆ
Ｃ
Ｔ
児
童
画
展　

　
福
島
県
教
育
会
館
理
事
長
賞（
特
別
賞
）

　
福
島
県
火
災
予
防
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生
の
部　

最
優
秀
賞

　

松
浦
　
奈
々
帆
（
３
年
）

　

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

　

作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
仙
台
国

　

税
局
長
賞

○
第
二
中
学
校

　

小
林
　
雪
菜
（
１
年
）

　

第
35
回
Ｆ
Ｃ
Ｔ
児
童
画
展　

　
福
島
県
教
育
会
館
理
事
長
賞（
特
別
賞
）

　

鈴
木
　
悠
（
３
年
）

　

第
８
回
全
国
中
学
校
美
術
部

　

作
品
展　

入
選

　

森
本
　
華
菜
（
３
年
）

　

福
島
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル　

教
育
長
賞

　

髙
須
賀
　
ア
マ
ラ
（
３
年
）

　

第
58
回
全
国
学
芸
サ
イ
エ
ン

　

ス
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生
の
部

　

写
真
部
門　

銀
賞

　

延
原
　
怜
那
（
３
年
）

【
文
化
関
係
】

○
熊
倉
小
学
校

　

真
船
　
姫
名
（
１
年
）

「
十
七
字
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」　

最
優
秀
賞

　

菅
野
　
真
央
（
４
年
）

「
家
庭
の
日
」　

絵
画
の
部
優
秀
賞

　

伊
藤
　
邑
泰
（
４
年
）

　

第
59
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　

毛
筆
の
部　
書
き
ぞ
め
準
大
賞

　

伊
藤
　
吏
玖
（
５
年
）

　

第
59
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　
毛
筆
の
部　

書
き
ぞ
め
準
大
賞

　
○
小
田
倉
小
学
校

　
赤
坂
　
希
美
（
３
年
）

　

第
59
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　
毛
筆
の
部　

書
き
ぞ
め
準
大
賞

　
○
米
小
学
校

　
田
村
　
　
凜
（
６
年
）

　

第
59
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　
毛
筆
の
部　

書
き
ぞ
め
準
大
賞

「小中学校体育文化成績優秀者表彰式」が、2月23日文化センターで行われました。菊池教育委員長が主
催者あいさつを行い、西郷第二中学校の延原怜那さんが、受賞者代表あいさつ（下記写真）を行いました。
なお、受賞者の氏名、功績については、次のとおりです。（敬称略）

　

第
35
回
Ｆ
Ｃ
Ｔ
児
童
画
展

　

東
京
海
上
日
動
賞（
特
別
賞
）

　

第
45
回
世
界
児
童
画
展　

　

日
本
美
術
教
育
連
合
賞　
　

　

科
学
部
（
菊
池
昌
他
、
共
同

　
研
究
者
14
名
）　　
　
　
　

　

中
学
生
・
高
校
生
の
科
学
・

　

技
術
研
究
論
文
野
口
英
世
賞

　

共
同
研
究
の
部　

優
秀
賞　

【
体
育
関
係
】

○
第
一
中
学
校

　
北
野
　
亮
介
（
２
年
）

　

第
57
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
第
２
位

　

第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
第
１
位

　

鈴
木
　
竜
弥
（
２
年
）

　

※
体
育
協
会
功
績
に
掲
載

　

根
本
　
拓
哉
（
２
年
）　　

　

※
体
育
協
会
功
績
に
掲
載

　

根
本
　
大
地
（
３
年
）　　

　
第
57
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大

　

会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
第
2
位

　

第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
第
1
位

　

小
松
　
芹
奈
（
３
年
）

　

※
体
育
協
会
功
績
に
掲
載

　

遠
藤
　
あ
い
み
（
３
年
）

　
第
57
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大

　

会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
第
１
位

　

第
42
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
第
２
位

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
男
子

　

※
体
育
協
会
功
績
に
掲
載

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
女
子

　

※
体
育
協
会
功
績
に
掲
載

【
特
別
奨
励
賞
】

　

○
米
小
学
校

　「
学
校
表
彰
」

　

福
島
県
学
校
歯
科
保
健
優
良

　

校
表
彰
優
秀
賞

　

○
羽
太
小
学
校

　
学
校
表
彰

　

福
島
県
学
校
歯
科
保
健
優
良

　

校
表
彰
優
秀
賞

　

髙
田
智
子
養
護
教
諭

　
教
育
・
文
化
関
係
表
彰
特
別　

　

功
績
者
「
優
秀
教
職
員
」
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平成26年度西郷村小中学校
体育文化成績優秀者表彰式
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春季全国火災予防運動（山火事・車両火災予防運動）

　　　　　　「西郷村消防団火災防ぎょ訓練」

「パトロール隊街頭活動」

「冬山遭難救助訓練」Topics

 02 Topics

 01

Topics

 03

　春季全国火災予防運動の一環として、 「西郷村消防団火災防ぎょ訓練」 が 3 月 1 日、 方面隊ごとに村内 3 ヶ所に
て実施されました。 消防団 176 名、 白河消防署西郷分署５名が訓練に参加し、 白河警察署 3名の協力を得ました。
訓練は、 『乾燥注意報および火災気象通報発令中に、 枯れ草または山林から出火し広範囲に延焼が拡大したため、 出
動要請を受けた地元消防団が消火栓や自然水利などを活用し消火活動を行う。』 との想定で行われました。
　当日は、 残雪のあいにくの悪天候の中、 万が一の火災に備え、 役割分担や中継 ・ 放水作業など一連の流れを確認し、
緊張感のある本番さながらの消火活動が展開されました。

　白河地区山岳遭難対策協議会は、 ２月 20 日西郷村の那須甲子青少年自然の家から甲子付近で 「冬山遭難救助
訓練」 を行いました。
　今年で 41 回目を迎える救助訓練は、 白河警察署 ・ 白河消防本部をはじめとした同協議会メンバー約 50 名が那須
甲子青少年自然の家周辺で消息を絶ったという想定で、遭難者を発見する捜索活動を実施しました。 雪洞訓練、ストレッ
チャーを使用した救出活動（写真小２枚）、 要救助者を県警察ヘリコプターで搬送する訓練（写真大）も行い、 山の遭
難事故に備えた救助活動の流れを再確認しました。

　

第
一
方
面
隊
（
第
一
・
第
三
分
団
）
地

区
は
、
米
農
林
漁
家
・
婦
人
活
動
促
進
施

設
南
側
の
枯
草
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
、

各
班
が
消
火
栓
（
地
上
式
）
を
活
用
し
、

延
焼
防
止
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

第
二
方
面
隊
（
第
二
・
第
五
分
団
）
地

区
は
、
東
高
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
公
園
の
枯

草
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
、
各
班
が
消
火

栓
（
地
上
式
）
を
活
用
し
、
延
焼
防
止
に

当
た
り
ま
し
た
。

　

第
三
方
面
隊
（
第
四
・
第
六
・
第
七
分

団
）
地
区
は
、
馬
場
坂
集
会
所
西
側
山
林

か
ら
の
出
火
を
想
定
し
、
各
班
が
防
火
水

槽
を
を
活
用
し
、
延
焼
防
止
に
当
た
り
ま

し
た
。

　白河地区交通安全パトロール隊は 2 月 23 日、 村民グラウンド前で交通事故防止を PR する街頭活動を行いま
した。 角田西郷小隊長ら隊員をはじめ、 大倉副村長、 交通教育専門員、 白河警察署員など関係機関から約
30 名が参加しました。 冬は日没時間が早まり交通事故が増加することから、 参加者は道路脇にのぼり旗を掲げて
注意を促し、 ドライバーに啓発チラシや交通安全標語の書かれたティッシュなどを手渡して、 早めのライト点灯を呼び
かけました。

▲副村長（左から３人目）、角田小隊長（右から３人目）と関係者のみなさん ▲運転手にチラシなどを配り、安全運転を呼びかけました
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「西郷村子ども人権会議」「早寝早起き朝ごはん」運動Topics

 06 Topics

 04

「西郷単位制総合大学卒業式」Topics

 05
「100歳賀寿贈呈式」Topics

 07

　国立那須甲子青少年自然の家では、 「早寝早起き朝ごはん」 全国協議会の 「早寝早起き朝ごはん」 運動を広めるた
め、 2 月 19 日にみずほ保育園（写真②⑤）、 2 月 20 日にまきば保育園（写真①④）と村立西郷幼稚園（写真③）
を巡回しました。 この運動のキャラクターである 「はやねちゃん」 と 「よふかしおに」 が登場すると、 どの会場も子ども達の歓
声が起こり、 ○×クイズや 「早寝早起き朝ごはん」 体操で楽しいひとときを過ごすことができました。 そして、 みんなで 「早
寝早起き朝ごはん」 を約束しました。

　第 2回 「子ども人権会議」 が、 2 月 18 日村文化センターで行われ、 村内各学校の児童会 ・ 生徒会の代表と担当
の先生方が参加しました。 主催者を代表して加藤教育長から 『自分を好きになってください。 そうでないと人への思いやりは
持てません。 他の人も自分を好きになって欲しいために思いやりを持ちましょう。』 と挨拶があり、 佐藤修子ども人権会議会
長（小田倉小学校長）は 『今日は、 情報交換して欲しいと思います。 あの取り組みが良いなと思ったら、 是非自分の学
校でも取り組んでみて下さい。 いじめのない、 思いやりのある西郷村の小中学校になれば良いと思います。』 と参加者に伝

　「西郷単位制総合大学卒業式」 が、 3 月 6 日文化センターで行われ、 短大 1 名、 大学 4 名、 大学院 6 名の計
11 名が晴れて卒業 ・ 修了を迎えました。 加藤学長（教育長）から卒業証書ならびに学位記が授与され、 学長式辞で
は 『皆さんの学ぶ、 意欲、 向上心、 努力は賞賛に値する実に素晴らしい実績であり、 心から敬意と祝意を申し上げます。

　2 月 28 日、 内海キヨイさん（馬場坂）は 100 歳の誕生日を迎え
られ、 宮田良子県南保健福祉事務所健康福祉部主幹兼副部長か
ら県知事賀寿と記念品が贈られました。 また、 大倉副村長から村長
賀寿と祝い金が、 村社会福祉協議会西坂会長から記念品が贈られ
ました。
　同居されている三男の内海豊さんの妻、 律子さんからお祝いの花束
も贈られとてもうれしそうなキヨイさん。 長生きの秘訣は、 良く笑うことだ
そうです。 対外的にもしっかりしてされていて、 会話も普通にでき、 食
事は普通の量をしっかり食べているそうです。 最後に、 家族を代表して
豊さんが謝辞を述べられました。 元気なキヨイさん、100 歳の誕生日、
おめでとうございました。

▲花束を持ったキヨイさんと関係者で記念撮影

えました。 その後全員で会議の目的と、 「村子
ども宣言」 の中にも人権について書かれているこ
を再確認し、 自己紹介と人権に関わる各学校
の取組み結果を発表しました。 最後の質疑応
答では、 他の学校の取組みへの意見や質問が
あり有意義な会議となりました。

第一中学校 2年
　仁平有香さん
　小針翔太さん

熊倉小学校 6年
　花里亜利沙さん　
　古川　宙さん
　

川谷中学校 3年
　鈴木雄大さん
　斉藤優香さん

米小学校 6年
　會澤　翔さん
　鈴木爽太さん
　

第二中学校 3年
　佐藤美波さん
　新沼実己さん

小田倉小学校 6年
　堀内野々花さん
　菊地優奈さん
　

羽太小学校 6年
　森　雪福さん
　大倉研太さん
　

川谷小学校 6年
　福田泰地さん
　長谷部翔さん
　

▲胸に記章を付けた卒業生は、村長、学長、来賓、在校生と記念撮影

今後も皆様の生き方に期待しています。』 と話されました。
村長らの来賓祝辞の後、 木下てつ子さん（大学）に村
長から記念品が贈られ、 花安紀夫さん（大学院）が卒
業生代表あいさつをしました。 　

▲記念品を受け取る木下さん ▲代表あいさつの花安さん

① ② ③

④⑤
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　ラーメン店 「いまの家」 が、 まきば、 みずほ、 川谷
保育園の園児を招待（今年で 27 回目）し、 ラーメ
ンを振る舞いました。園児たちは、お店自慢のしょうゆラー
メンを笑顔で頬張り、 最後に 「ごちそうさまでした」 とお
礼の言葉とともに手作りのプレゼントを手渡しました。

いまの家「ラーメン招待」2/16

　村立西郷幼稚園、 まきば、 みずほ保育園で、 園児た
ちの健やかな成長を願って 「ひなまつり会」 が行われまし
た。 園児たちは、 ひなまつりの由来を聞いた後、 クラスご
とに手作りのかわいらしいひな人形を紹介しました。 また、
ひな祭りのうたを元気にうたったり、 ゲームなどをしたりして
楽しみました。

ひなまつり会3/3

【村立西郷幼稚園】
3.5.7.9.11
【まきば保育園】
1.6
【みずほ保育園】
2.4.8.10

1

2

4

5
6

7

89

10

11

おわかれ会

6年生を送る会・卒業感謝の会

【みずほ保育園（3/4）】
1.4.8
【川谷保育園（3/10）】
3.6.12
【村立西郷幼稚園（3/10）】
2.7.10
【まきば保育園（3/11）】
5.9.11

【熊倉小学校（3/2）】 4.12 【川谷小学校
（3/4）】 3.4.5 【小田倉小学校（3/4）】 5.6
【米小学校（3/5）】1.8【羽太小学校（3/6）】
3.9.11

10

7

8

1

11

5

4

12

2

3

9

6

7

1

5

4

2
6

9

10

11

　各小学校で、 感謝の気持ちを伝える 「6 年生を送る
会」、 「卒業感謝の会」 が行われました。 6 年生を送
る会では、 各クラスの発表やプレゼント交換、 鼓笛指
揮者の引き継ぎなどが行われました。 卒業感謝の会で
は、 卒業生が保護者や職員を招待し、 6 年間の思い
出を振り返りました。 手紙やプレゼントの贈呈、卒業生・
保護者・職員の発表などで感謝の気持ちを伝えました。

8

　みずほ、 川谷、 まきば保育園、 村立西郷幼稚園で 「おわかれ会」 が行われました。 卒園児が名
前と通う小学校、 小学校でがんばりたいことなどを元気よく発表した後、 うたやゲーム、 プレゼント交換
などをしました。また、幼稚園ではお母さんたちによる読み聞かせも行われ、園児たちを楽しませていました。

3

12

3
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　平成 27 年 1 月 30 日～平成 27 年 2 月 25 日までに行った農産物等に含まれる放射性物質検査の結果をお知
らせします。検査件数は 26 件で、うち 1 件から放射性セシウムが検出されました。なお、放射性セシウムが
検出された農産物等については、防災行政無線で放送しております。

■問合せ　放射能対策課 ☎ 33-5011
　　　　　上下水道課　 ☎ 25-2962

放射能対策

◇農産物等放射性物質検査結果について

採  水  日  判  明  日 放射性物質 検査結果
2 月 2 日 2 月 6 日 放射性ヨウ素 131

放射性セシウム 134･137 検出限界値未満
2 月 16 日 2 月 20 日

【水道水の放射性物質検査結果：福島県食品衛生課発表】

地　区 種　　別 農　産　物 件数 最小値 最大値
小田倉 穀類 大豆 1 - 15

【１件でも放射性セシウムが検出された農産物等】（単位：Bq/kg）【放射性セシウムが検出されなかった農産物等】

◇刻まずに食品の放射性物質測定ができます

種　　別 農　産　物　

野　菜 根菜類 大根

果物（果実） かりん

　村では、農産物などを細かく刻まずに放射性物質を測定できる機器（非
破壊式放射能測定装置）を 1 台導入し、4 月より使用を開始します。
　皆さま自身で測定することですぐに結果を知ることができ、また食品を
刻まずに丸ごとの状態で測定しますので終了後は持ち帰ることができます。
　なお、従来より実施しています農産物等の放射性物質検査も引き続き無
料で行っていますので、あわせてご利用ください。

【測定の流れ】

①
予
約
・
受
付

事前に予約をし、測定当日村放射能
対策課で受付けをします

予約 必要　【予約先：放射能対策課　（電話 33-5011）】
日時 月曜～金曜 10 時～ 16 時（祝休日を除く） 場所 放射能対策課

必要な重量 500g 以上（※水は測定できません） 費用 無料
対象者 村内に住所を有する方、または村内で生産・採取された農産物などを検査したい方

持参する際の
留意点

①農産物などはあらかじめ水洗いをし、土などを落としてください
②根、ヘタなどの食べられない部分はできるだけ取り除いてください
③サイズの大きいものについては、縦 30cm ×横 20cm× 高さ 15cm 未満の大きさに切ってください

 ※水道水中の放射性物質に係る基準値　10Bq/kg 未満

②
測
定
準
備

食品の重さを計量し、測定器へ入れ
ます

③
測
定

パソコンを操作し、測定を始めます

④
測
定
完
了

約 30 ～ 40 分で測定結果が判明します
終了後、測定した食品を持ち帰ります

▶

▶

平成 27 年度狂犬病予防注射・畜犬登録

■問合せ　住民生活課（生活環境係）　☎ 25-2197

日 時 間 場 所
9:30 ～ 9:55 芝原多目的集会施設前

10:00 ～ 10:20 太陽の国厚生センター入口
10:25 ～ 10:35 伯母沢コミュニティセンター前
10:40 ～ 10:50 馬場坂集乳所跡
11:00 ～ 11:15 稗返地区公民館前
11:20 ～ 11:30 黒川多目的研修会施設前
11:35 ～ 11:50 国道４号旧東亜道路入口
13:05 ～ 13:25 大清水多目的集会施設前
13:30 ～ 14:10 大平コミュニティセンター前
14:15 ～ 14:30 大平公民館前
14:40 ～ 15:00 上野原農民研修センター前
15:05 ～ 15:25 上野原上コミュニティセンター前

9:30 ～ 9:45 小田倉児童館前
9:50 ～ 10:00 狼山合住宅団地前

10:05 ～ 10:30 上新田転作技術センター前
10:35 ～ 10:45 前原地区兼子宅脇
10:50 ～ 11:10 下新田コミュニティセンター前
11:15 ～ 11:25 角田車体前
11:30 ～ 11:50 ㈱林養魚場前
13:05 ～ 13:20 下折口原集落センター前
13:25 ～ 13:40 山下公民館前
13:45 ～ 14:00 いわしなクリニック向側駐車場用地
14:05 ～ 14:20 旧折口原公民館前 ( 森下宅隣 )
14:25 ～ 14:45 東高山住宅入口
14:50 ～ 15:10 折口原グランド前

9:30 ～ 9:40 みやま荘前
9:55 ～ 10:10 由井ケ原地区公民館前

10:20 ～ 10:45 報徳地区集落センター前
10:55 ～ 11:10 スナック夕陽前
11:15 ～ 11:30 追原コミュニティセンター前
11:35 ～ 11:50 折口屯所前
13:05 ～ 13:15 田土ケ入入口 ( 金山理容店前）
13:20 ～ 13:35 真船コミュニティセンター前
13:40 ～ 13:55 高助バス停前
14:00 ～ 14:15 鶴生地区公民館前
14:20 ～ 14:35 熊倉コミュニティセンター前
14:40 ～ 14:55 旧谷地中屯所跡地

9:30 ～ 9:40 真名子地区公民館前
9:45 ～ 9:55 牛窪バス停前

10:00 ～ 10:15 虫笠地区集落センター前
10:20 ～ 10:40 上羽太コミュニティセンター前
10:45 ～ 11:00 下羽太地区集落センター前
11:05 ～ 11:15 羽太グリーンタウンコミュニティセンター前
11:20 ～ 11:35 下羽太南バス停前
11:40 ～ 11:55 柏野コミュニティセンター前
13:05 ～ 13:25 長坂多目的集会施設前
13:30 ～ 14:00 米農林漁家婦人活動促進施設前
14:05 ～ 14:20 芳賀設備工業㈱向
14:25 ～ 14:45 間の原コミュニティセンター前

9:30 ～ 11:00
西郷村役場
４月 14 日から 17 日までに
注射をできなかった方

【日程表】

4
／
15
㈬

4
／
16
㈭

４
／
18
㈯

４
／
14
㈫

4
／
17
㈮

◇すでに登録している場合…3,200 円
（内訳：注射技術料 2,650 円 ＋注射済票交付手数料 550 円）

◇新規登録の場合…6,200 円
（内訳：新規登録料 3,000 円 ＋ 予防注射料 3,200 円）

※釣り銭のいらないようお願いします。

【料　金】

次の場合は、予防注射を受ける前に獣医師に申し出て
ください。
①犬が病気にかかっていると思われる場合
②予防注射でアレルギー様症状などの副反応を起こ 　
したことのある犬
③雌犬発情期、妊娠中または分娩後１カ月以内の犬　
は接種できません
④１カ月以内に、ほかの予防注射を受けている場合
⑤犬が高齢で衰弱している場合
※上記に該当する場合、または犬が興奮状態にある　
ときは注射ができない場合があります。
　接種後 24 時間以内は激しい運動は避けましょう。
　飼い犬が死亡したり、飼い主の変更や住所の変更な
どが生じた場合は、届出が必要となります。詳しくは
お問い合わせください。

【注意事項】

狂犬病予防注射・畜犬登録

▶

　平成 27 年度狂犬病予防注射を表の
とおり実施いたします。予防注射を
受ける際は「狂犬病予防注射申請書」
を必ず持参してください。また、申
請書裏面の問診票にも必ず記入願います。
　生後 91 日を過ぎたすべての飼い犬は、法律で年１
回の狂犬病予防注射を受けなければなりません。（生後
90 日以内の飼い犬は今回の注射は受けられません。）
　村で実施する狂犬病の予防注射は、年１回（４月）
だけです。この期間中に都合で受けられない犬は、個
別に獣医師または動物病院で予防注射を受けなければ
なりません。
　なお、犬の新規飼い主は、今回登録・注射（登録は
生涯１回、注射は年１回）の両方をしていただくよう
になります。　
　会場には犬を制御できる方が連れてくるようお願い
します。制御できない場合、お断りする場合があります。



広報にしごうNo.532　1819　Ｈ２７．　４．　１

　
　

※納税は便利な口座振替で
4 月 30 日㈭までに納めください。今月の納税・納付

子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
が
新

し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
は
、
平
成
27
年
3

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
て
な
い
子
育
て
家
庭
の
方

は
、
お
早
め
に
カ
ー
ド
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
フ
ァ
ミ
タ
ン
カ
ー
ド
と
は

福
島
県
で
は
、
社
会
全
体
で

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
「
子
育

て
応
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
は
、
18

歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い

る
家
庭
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

カ
ー
ド
を
協
賛
事
業
店
舗
等

に
提
示
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
割
引
、
特
典
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

●
申
請
方
法

村
内
に
お
住
ま
い
の
０
歳
～

18
歳
（
18
歳
に
達
し
た
日
以

後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま

で
）
の
お
子
さ
ん
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
窓
口
に
来
ら
れ

る
方
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

お
持
ち
の
上
、
福
祉
課
児
童

福
祉
係
の
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
請
書
を
ご
記
入
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
場
で
カ
ー
ド
を

交
付
し
ま
す
。
カ
ー
ド
は
、

お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
1
枚

で
す
。

な
お
、
お
子
さ
ん
が
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
等
に
通
っ
て
い

る
場
合
は
、
学
校
等
を
経
由
し

て
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

近
隣
の
県
（
埼
玉
、
栃
木
、

茨
城
、
群
馬
、
新
潟
）
と
の

事
業
連
携
に
よ
り
、
他
県
の

優
待
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
協
賛
店
舗
等
で

優
待
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
問
合
せ

　

・
福
祉
課
（
児
童
福
祉
係
）

　

・
福
島
県
子
育
て
支
援
課

※
4
月
か
ら
「
こ
ど
も
青
少
年

　

政
策
課
」
に
な
り
ま
す

　
　

☎
０
２
４
︱
５
２
１
︱
７
１
９
８

　
東
日
本
大
震
災
に
係

る
「
被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度
」
の
基
礎
支

援
金
”
申
請
期
間
の
延

長
に
つ
い
て

　

震
災
後
、
4
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
被
災
住
宅
の
解
体
や
建

設
・
購
入
の
た
め
の
契
約
等
で

期
間
内
完
了
が
困
難
な
被
災
世

帯
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

礎
支
援
金
の
申
請
期
間
が
延
長

と
な
り
ま
し
た
。

●
申
請
期
間

　

⑴
基
礎
支
援
金　

　
　

平
成
28
年
４
月
10
日
ま
で

　
　
（
延
長
前
は
、
平
成
27
年

　
　

4
月
10
日
ま
で
）

　

⑵
加
算
支
援
金　

　
　

平
成
30
年
４
月
10
日
ま
で

●
対
象
被
災
世
帯

　

⑴
居
住
住
宅
が
「
全
壊
・
大

　
　

規
模
半
壊
」
の
世
帯

　

⑵
居
住
住
宅
が
「
大
規
模
半

　

壊
・
半
壊
」
で
や
む
を
得
ず

　

解
体
し
た
世
帯

●
支
給
額
（
単
身
世
帯
は
４

　

分
の
３
の
額
と
な
り
ま
す
）

　

⑴
基
礎
支
援
金

　
　

被
害
程
度
に
応
じ
て
、　

　
　

50
万
円
～
100
万
円

　

⑵
加
算
支
援
金

　
　

再
建
方
法
に
応
じ
て
、　

　
　

50
万
円
～
200
万
円

※
再
建
方
法

　

①
建
設
、
購
入 

②
補
修

　

③
賃
借（
公
営
住
宅
等
以
外
）

■
問
合
せ　

　

福
祉
課
（
地
域
福
祉
係
）

固
定
資
産
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
固
定
資
産
税

の
納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋

と
比
較
し
て
価
格
が
適
正
で
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税

に
係
る
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

●
期
間　

　

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

●
場
所　
税
務
課
内

■
問
合
せ　

　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

第
７
回「
大
昭
和
祭
り
」

●
日
時　
４
月
29
日
㈷

●
場
所　

　
白
河
市
大
工
町
、
新
蔵
町
周
辺

●
内
容

　

街
並
み
が
昭
和
に
タ
イ
ム
ス

　

リ
ッ
プ
し
、
各
所
で
様
々
な

　

催
し
や
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

　

れ
ま
す
。

■
問
合
せ

　

公
益
社
団
法
人
白
河
青
年
会

　

議
所
事
務
局

　

☎
２
２
︱
８
２
８
９

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

早
期
就
職
を
目
指
す

方
へ
求
職
者
支
援
制

度
の
お
知
ら
せ

●
求
職
者
支
援
制
度
と
は

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

　

方
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
職

　

業
訓
練
（
新
た
な
お
仕
事
を

　

目
指
す
方
が
知
識
や
技
術
を

　

身
に
つ
け
る
場
）
に
よ
る
ス

　

キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
早
期
就

　

職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

　

が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
求
職
者
支
援
制
度
の
ポ
イ

　

ン
ト
は

①
受
講
す
る
職
業
訓
練
の

受
講
料
が
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
一
部
自
己
負
担

あ
り
）

　

②
職
業
訓
練
を
受
講
中
も
ハ

　
　

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
就
職
支
援

　
　

を
実
施

③
訓
練
期
間
中
「
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
」
の
支
給
が

あ
り
ま
す
（
た
だ
し
一
定

■問合せ　福祉課（地域福祉係）☎ 25-1509

固 定 資 産 税（１期）

平成 27 年度手話奉仕員養成講座
●日時　
　5 月 12 日㈫～ 12 月 8 日㈫
　毎週火曜日　19 時～ 21 時
　（毎月 1 回土曜日開催有　13 時～ 16 時 15 分）
●場所　白河市図書館 小会議室 1・2
●内容
　【入門編】手話を始める方、手話に興味を持た
　　　　　  れた方が対象
　【基礎編】手話奉仕員として活動することを目
　　　　　  的とした講座
●定員　20 名程度
●受講料　無料
●申込期限　4 月 30 日㈭まで

に　　 し　  ごう

NEW カード
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に　　 し　  ごう

　　　　　　　総務課　☎ 25 － 1112
　　　　　　　税務課　☎ 25 － 1113
　   住民生活課（住民）   ☎ 25 － 1114
  ( 生活環境・地域安全）☎ 25 － 2197
　　　　放射能対策課　☎ 33 － 5011
　　　　福祉課（国保）☎ 25 － 1449
  （地域福祉・児童福祉）☎ 25 － 1509
　　　　　商工観光課　☎ 25 － 2910

　　　　　　農政課　☎ 25 － 1116
　　　建設課（管理）☎ 25 － 1117
　　　 　　　 （事業）☎ 25 － 1118
　　　　企画財政課　☎ 25 － 2943
上下水道課（上水道）☎ 25 ー 2962
　　　　　  （下水道）☎ 25 － 2912
　　　　　　会計室　☎ 25 － 2934
　　　　議会事務局　☎ 25 － 2980

　農業委員会事務局　☎ 25 － 2946

　西郷村土地改良区　☎ 25 － 1116

　　　　学校教育課　☎ 25 － 2370

生涯学習課・中央公民館　☎ 25 － 2371

　健康推進課（保健）☎ 25 － 1115  

（高齢者支援・介護保険）☎ 25 ー 3910

　　　　代　　　表　☎ 25 － 1111

  休日当番医

診療日 小児科 内科・外科 歯科医

４月５日（日）
岡 﨑 小 児 内 科 医 院

（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － ７ ８ １ １

南 湖 こ こ ろ の ク リ ニ ッ ク
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － ４ ４ ０ １

斎 須 歯 科 医 院
（ 白 河 市 ）
☎ ３ ２ － ４ ３ ４ ７

４月１２日（日）
関 医 院

（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － ３ ０ ０ ３

ニ ュ ー ロ ク リ ニ ッ ク
（ 西 郷 村 ）
☎ ２ １ － ４ １ １ １

酒 井 歯 科 医 院
（ 矢 吹 町 ）
☎ ４ ２ － ２ ３ ０ ３

４月１９日（日）
樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク

（ 矢 吹 町 ）
☎ ４ ２ － ２ ０ ４ ０

野 村 貫 成 堂 ク リ ニ ッ ク
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － ３ ０ ７ １

た ま ち 歯 科 医 院
（ 矢 吹 町 ）
☎ ４ ４ － ４ ８ ８ ９

４月２６日（日）
み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク

（ 白 河 市 ）
☎ ２ ８ － １ ０ ０ １

明 渓 醫 院
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ７ － ３ ０ ６ ０

佐 久 間 歯 科 医 院
（ 矢 吹 町 ）
☎ ４ ４ － ３ １ １ ８

４月２９日（水）
わたなべ子どもクリニック

（ 白 河 市 ）
☎ ２ １ － ２ １ ６ ６

よこむら整形外科クリニック
（ 白 河 市 ）
☎ ２ １ － １ ４ ５ ５

佐 藤 歯 科 医 院
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － １ １ ８ ４

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）   【診療日】 5 日・12 日・19 日・26 日（８時 30 分～ 12 時 30 分）
■問合せ　〔平日〕　健康推進課 　〔休日〕　西郷村役場　

 
 

 

◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々

　
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
和
知　

繁
蔵
さ
ん【
白
河
市
】

　
（
平
成
26
年
12
月
10
日
、
子

　

ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
向
上

　

の
た
め
に
）

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根

　
　
　
　
　

  

一
〇
、〇
〇
〇
球

▼
石
井　

安
江
さ
ん【
上
野
原
】

　
（
２
月
５
日
、
故
石
井
栄
一
氏

　

の
遺
志
と
し
て
村
政
発
展
の

　

た
め
に
）

　
　
　

     

一
○
〇
、〇
〇
〇
円

▼
大
倉　

隆
さ
ん　
　
【
椙
山
】

　
（
２
月
12
日
、
故
大
倉
洋
子
氏

　

の
遺
志
と
し
て
元
気
な
村
民

　

を
目
指
し
た
健
康
づ
く
り
推

　

進
の
た
め
に
）

   　
　
　

  

二
○
〇
、〇
〇
〇
円

　
（
２
月
16
日
、
故
大
倉
洋
子
氏

　

の
遺
志
と
し
て
元
気
な
子
ど

　

も
た
ち
の
健
康
づ
く
り
推
進

　

の
た
め
に
）

　
　

米
小
学
校
へ

　
　
　

     

一
○
〇
、〇
〇
〇
円

　
　

西
郷
第
一
中
学
校
へ

　
　
　

     

一
○
〇
、〇
〇
〇
円

▼
鈴
木　

一
春
さ
ん
【
湯
泉
】

　
（
３
月
２
日
、
故
鈴
木
タ
ケ
氏

　

の
遺
志
と
し
て
村
政
発
展
の

　

た
め
に
）

　
　
　
　
　

五
○
、
〇
〇
〇
円

の
要
件
に
該
当
す
る
方
の

み
）。

※
求
職
者
支
援
制
度
お
よ
び
職

業
訓
練
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

　

☎
２
４
︱
１
２
５
６

平
成
27
年
度
肢
体
不
自

由
者
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て
（
県
南
地
区
）

●
日
程

　

・
４
月
14
日
㈫　

13
時
～

　
　

白
河
市
中
央
老
人
福
祉
セ

　
　

ン
タ
ー

　

・
６
月
９
日
㈫　

13
時
～

　
　
棚
倉
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

・
９
月
８
日
㈫　

13
時
～

　
　

白
河
市
中
央
老
人
福
祉
セ

　
　

ン
タ
ー

　

・
12
月
８
日
㈫　

13
時
～

　
　
棚
倉
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

・
平
成
28
年
２
月
２
日
㈫　

　
　

13
時
～

　
　

白
河
市
中
央
老
人
福
祉
セ

　
　

ン
タ
ー

●
担
当
医

　

白
河
厚
生
総
合
病
院　

　

鈴
木　

幹
夫　

氏

※
県
南
地
区
以
外
に
も
相
談

会
は
開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

福
祉
課
（
地
域
福
祉
係
）

白
河
司
法
書
士
総
合

セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、

相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少

額
の
裁
判
、
成
年
後
見
な
ど
に

関
す
る
法
律
相
談

●
日
時　

　

４
月
２
日
㈭
、５
月
７
日
㈭
、

　

６
月
４
日
㈭

　

17
時
～
20
時

●
場
所　

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

　

成
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
予
約

　

白
河
司
法
書
士
相
談
総
合

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
︱
１
７
８
５

　
（
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
～

　

金
曜
日
、10
時
～
12
時
30
分
、

　

13
時
30
分
～
16
時
）

平
成
27
年
度
消
費
生

活
無
料
法
律
相
談

　

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契

約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費

生
活
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

法
律
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
県
南
地
方
振
興
局
で
の
無
料

法
律
相
談
】

●
日
時

　

４
月
７
日
㈫
、６
月
２
日
㈫
、

　

８
月
４
日
㈫
、10
月
６
日
㈫
、

　

12
月
１
日
㈫
、
２
月
２
㈫

　

13
時
～
17
時

※
１
人
あ
た
り
30
分

●
相
談
方
法　

　

来
所
お
よ
び
電
話
相
談

●
場
所　
県
白
河
合
同
庁
舎

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
・
予
約　

　

県
南
地
方
振
興
局
県
民
環
境

　

部
県
民
生
活
課

　

☎
２
３
︱
１
５
４
８

【
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の

無
料
法
律
相
談
】

●
日
時

　

原
則
、毎
週
木
曜
日
（
第
１
・

　

３
弁
護
士
、
第
２
・
４
司
法

　

書
士
）

　

13
時
～
17
時

※
１
人
あ
た
り
30
分

●
相
談
方
法　

　

来
所
お
よ
び
電
話
相
談

●
場
所

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
福
島
市
中
町
８
︱
２
）

■
問
合
せ
・
予
約

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

　

窓
口

　

☎
０
２
４
︱
５
２
１
︱
０
９
９
９

「
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解

決
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」

　

福
島
労
働
局
で
は
、
個
別
労

働
紛
争
の
未
然
防
止
と
職
場
慣

行
を
踏
ま
え
た
円
満
・
迅
速
な

解
決
を
図
る
た
め
の
紛
争
解
決

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
者
と
事
業
主
の

間
で
、
性
差
別
、
職
場
の
セ
ク

ハ
ラ
、
育
児
・
介
護
休
暇
な
ど

に
つ
い
て
民
事
上
の
紛
争
が
生

じ
た
場
合
の
紛
争
解
決
援
助
も

行
っ
て
い
ま
す
。

【
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

　
白
河
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
２
４
︱
１
３
９
１

【
セ
ク
ハ
ラ
、
性
差
別
、
妊
娠

等
不
利
益
取
扱
い
、
育
児
・

介
護
休
業
法
等
の
相
談
窓
口
】

　

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
（
女
性
相
談
員
が
い
ま
す
。）

　

☎
０
２
４
︱
５
３
６
︱
４
６
０
９

■
問
合
せ

　

福
島
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　

☎
０
２
４
︱
５
３
６
︱
４
６
０
０

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員

採
用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試

験
・
大
卒
程
度
試
験
）
お
よ
び

一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受

　

付
期
間

　

４
月
１
日
㈬　

９
時
～

　
　

８
日
㈬
ま
で（
受
信
有
効
）

●
第
１
次
試
験
日　

　

５
月
24
日
㈰

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受

　

付
期
間

　

４
月
９
日
㈭　

９
時
～

　
　

20
日
㈪
ま
で（
受
信
有
効
）

●
第
１
次
試
験
日　

　

６
月
14
日
㈰

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資

格
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

　

試
験
係

　

☎
０
２
２
︱
２
２
１
︱
２
０
２
２

　

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
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■ 4 月の休館日
6日㈪・ 13日㈪・ 20日㈪・ 27日㈪

■ 4 月の読み聞かせ会
4 月 28 日㈫ 10:30 ～
文化センター

極限状況の中で男たちの確執
と友情、誇りを描いた一冊です。

「すみ鬼にげた」
月村了衛 l 作

「土漠の花」
岩城範枝 l 作
松村公嗣 l 絵

謎に包まれた鬼が登場する、 夢の
中に誘い込まれるようなストーリー。

思い出してみましょう、 子守唄
に包まれていたころのことを。

ロバート ・ マンチ l 原作
細谷亮太 l 文　いせひでこ l 絵

「かしの木の子もりうた」

 わが村の社長さんに聞く !!
第 23 回

 わが村の社長さんに聞く !!
Ｑ
西
郷
村
に
勤
務
さ
れ
た
理
由
は
？

Ａ
平
成
21
年
に
社
命
に
よ
る
転
勤

で
青
森
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て
、

も
う
5
年
以
上
も
西
郷
村
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
職
に
は
平
成
25
年
に
就
い
た

の
で
す
が
、
前
職
は
同
じ
構
内
に

あ
る
三
菱
製
紙
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
㈱
の
白
河
事
業
所
長
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
前
は
三
菱
製
紙
の

八
戸
工
場
、
さ
ら
に
そ
の
前
は
北

上
工
場
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
三
菱
製
紙
の
東
北
に
あ
る
工

場
・
事
業
所
の
全
て
に
勤
務
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
今
の
会
社
に
入
社
し
た
理
由
は
？

Ａ
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
算
数
と
か
理
科

の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

漠
然
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
研
究
者

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
出
身
が
青
森
県
八
戸
市
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
産
業
都

市
誘
致
企
業
と
し
て
八
戸
市
に

工
場
を
建
設
し
た
三
菱
製
紙
を

幼
い
こ
ろ
か
ら
知
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
で
電
気
工
学
を
専
攻

す
る
う
ち
に
、
研
究
や
開
発
よ

り
も
「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ

り
た
い
と
思
い
、
装
置
産
業
で

あ
る
製
紙
会
社
に
入
社
し
、
主

に
生
産
設
備
の
建
設
を
担
当
し

て
き
ま
し
た
。
自
分
が
関
わ
っ

た
設
備
が
製
品
を
生
み
出
し
て

い
く
の
を
見
て
、
さ
さ
や
か
に

誇
ら
し
げ
な
気
分
と
満
足
感
に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
好
き
な
こ
と
ば
は
？

Ａ
「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

何
事
も
い
き
な
り
で
き
る
よ
う

に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
続
け
て

い
れ
ば
多
少
な
り
と
も
前
に
進

む
こ
と
が
で
き
、
目
標
に
近
づ

け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
趣
味
は
何
で
す
か
？

Ａ
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

今
は
、
白
河
市
で
小
学
生
の
指

導
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
西
郷
村
は
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
が
盛
ん
で
す
の
で
、
た

ま
に
大
会
本
部
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
試
合
を
観
て
い
ま
す

が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
小
中
学
生

の
プ
レ
ー
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
ね
。
ま
た
、
こ
ち
ら
に
来

て
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
白

河
地
区
に
来
て
ゴ
ル
フ
を
し
な

い
の
は
損
だ
と
言
わ
れ
、
社
内

コ
ン
ペ
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り

止
む
を
得
ず
始
め
た
も
の
の
な

か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
。「
継
続

は
力
な
り
」
で
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
西
郷
村
の
好
き
な
所
は
？

Ａ
時
間
が
な
く
ゆ
っ
く
り
散
策

で
き
ま
せ
ん
が
、
座
頭
こ
ろ
ば
し

か
ら
見
る
景
色
は
好
き
で
す
ね
。

Ｑ
自
分
の
性
格
を
分
析
す
る
と
？

Ａ
本
人
は
い
た
っ
て
ま
じ
め
で

几
帳
面
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

家
族
か
ら
は
「
変
な
と
こ
ろ
に
こ

だ
わ
っ
て
苦
労
し
て
い
る
自
分
が

好
き
な
だ
け
」
と
言
わ
れ
、
無
駄

な
く
要
領
よ
く
や
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
「
怠
け
者
な
だ
け
で

合
理
的
に
は
な
っ
て
い
な
い
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
？

Ａ
何
か
を
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、

と
に
か
く
始
め
る
こ
と
。
こ
れ
は

大
人
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

始
め
る
前
に
諦
め
な
い
で
欲
し
い

で
す
。
蒔
か
な
い
種
は
生
え
ま
せ

ん
し
、
受
け
な
い
受
験
は
受
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

■問合せ・電話での予約　
　・福島交通高速バス予約センター　☎ 024-536-6131（9:00 ～ 18:00）　・新越谷バスロビー　☎ 048-985-4117（9:00 ～ 18:00)
■インターネットでの予約　発車オーライネット　URL  https://www.j-bus.co.jp

よモーくん & ニシゴーヌ

○所在地：字前山西 3 番地　
　　　　℡ 0248-22-8111
○事業内容：プレスボード  
  　  ( 電気絶縁紙 ) の製造 ､ 販売
○社員数：
　  三菱 43 名・白菱 60 名
○企業理念：世界市場、技
　　術力、地球環境のアプロ
　　ーチから社会に貢献。

三菱製紙株式会社
 白河事業所長
白菱興業株式会社
代表取締役社長

橋  本  信  章    氏

固定資産税（農地及び山林）課税誤りのお詫び

平成 24 年～ 26 年度固定資産税において、農地及び山林の評価額に誤りがあったことがわか
りました。納税者並びに村民の皆様にご迷惑をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。

【課税誤りの内容】
　固定資産評価額については、固定資産評価基準
に定められた評価方法及び手続きによって決定し
なければならないものとされており、土地につい
ては、県知事から通知された基準地及び提示平均
価額によって決定しなければならないとされてい
ます。この基準地価格や提示平均価額は、市町村
が県に対して報告した価格等について県固定資産
評価審議会において審議した後に、各市町村へ通
知されることになっています。
　村では震災等もあり県より通知があった後、農
地及び山林の評価額の見直しを行いましたが、結
果として固定資産評価基準に定められた所定の手
続きを経ていない価格となってしまいました。
※農地及び山林以外の地目に関しては、報告後の
見直しは行わなかったため課税誤りはありません。

【今後の対応】
　平成 24 ～ 26 年度の農地及び山林の固定資産評
価額については、固定資産評価基準によらず決定
したことになり、本来用いるべき固定資産評価基
準に定める手続きを経て決定した評価額に修正し、
追徴・還付を行います。
　該当する納税者の皆様には、今後更正した納税
通知書及びお詫びの文書を更正処理の準備が整い
次第速やかに送付させていただきます。
　今後、このようなことが二度と起こらないよう
関係職員の知識習熟に万全を期し、信頼回復を図
るべく全力を尽くしてまいります。
　なお、ご不明な点がございましたら、税務課固
定資産税係までお問合わせくださいますようお願
い申し上げます。

■問合せ　税務課固定資産係　☎ 25-1113

高速バス「新越谷線（あだたら号）」
　佐野プレミアム・アウトレットに直結！

　今までは、県内から佐野プレミアム・アウトレットへは直通の
アクセスがなく、利用者の皆様にはご不便をおかけしておりまし
たが、ダイレクトに佐野プレミアム・アウトレットに結ばれます
ので、お買い物または佐野市へのお出かけには大変便利です。
　また、高速バス特典として佐野プレミアム・アウトレットで使
用できるクーポンレシート（最大 20％ OFF）をお客様全員にお渡
しします。滞在時間は約 4 時間で、お買い物を十分楽しめる時間
となっております。

●発車時刻
西郷 BS　10:32 発　→　佐野新都市バスターミナル　12:15 着
佐野新都市バスターミナル　16:35 発　→　西郷 BS　18:18 着
●運賃　片道 2,000 円　往復 3,600 円
　乗車券の購入方法については、インターネット、電話による予約、
または、コンビニの発券サービスを利用し直接購入することがで
きます。詳しくは、下記までお問い合せください。



人口と世帯数（3 月 1 日現在）人口 19,945 人（前月比 +1）男 10,027 人（+4）女 9,918 人（-3）世帯数 7,754 戸（+3）

日 月 火 水 木 金 土
1
村内小中学校教職員合同着任式

（15:30 文化センター）
西郷村消防団辞令交付式

（19:00 村民体育会）

2
入園式

（10:00 みずほ、まきば保育園）

3 4
入園式

（10:00 川谷保育園）
ふくしま DC オープニング
フェスタ in 新白河駅

（10:00 新白河駅構内）

5 6
村内小中学校「入学式」

（各小中学校）

7
入園式

（10:00 村立西郷幼稚園）

8
新年度行政区長会

（9:30 文化センター）

9
６～７カ月児健康相談

（9:30 保健福祉センター）

10 11

12
西郷村体育協会総合開会式

（9:00 村民体育会）

13
イースター礼拝

（10:30 川谷保育園）
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉センター）

14
乳がん検診

（9:00 保健福祉センター）
寿学級開講式

（10:00 アクティブセンター）

15
乳がん検診

（9:00 保健福祉センター）

16
英語で遊ぼう

（10:00 みずほ保育園）
１歳６カ月児健康診査

（12:50 保健福祉センター）

17 18
源流の郷観桜健康ウォーキング

（9:00 太陽の国厚生センター前）
西郷さくら祭り
(10:00 太陽の国）

19
献血バス来村

（10:00 イオン白河西郷店）

20
乳がん検診

（9:00 保健福祉センター）

21
乳がん検診

（9:00 保健福祉センター）
避難訓練

（10:00 川谷保育園）

22
サッカー教室

（10:00 みずほ保育園）
赤ちゃんとママのふれあいひろば

（10:00 保健福祉センター）
歯科クリニック

（13:00 幼児、13:45 ６歳児 保健福祉センター）

23
お誕生会

（10:00 みずほ保育園）

24
交通教室

（10:00 村立西郷幼稚園）
３歳児健康診査

（12:50 保健福祉センター）
西郷単位制総合大学「入学式」

（13:30 文化センター）

25

26 27
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉センター）

28
避難訓練

（10:00 みずほ保育園）
グランマーパ

（10:00 川谷保育園）

29昭和の日 30
誕生会

（9:30 川谷保育園）

2015 年 4 月
April行事
レカ ンダー

●今月の顔────
　　　3歳児健康診査に来ていた（12/3）

　　　　　　　元気な子どもたちです。

※住民基本台帳に基づく人口と世帯数です。

編
集
者
の

つ
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や
き
。

※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。
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こ
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ら
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い
よ
い
よ
さ
く
ら
祭
り
の
お

知
ら
せ
が
書
け
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
あ
っ
た
か
く
な
っ
て

き
た
と
思
っ
た
ら
突
然
雪
が
降

る
の
で
、
ま
だ
タ
イ
ヤ
は
履
き

か
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ
に
会
い

に
阿
武
隈
川
の
上
流
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
雪
割
橋
の
下
に
い

る
の
か
な
？
と
の
ぞ
い
て
も
い

ま
せ
ん
。
一
休
み
の
滝
、
夫
婦

滝
付
近
で
遊
ん
で
い
る
の
か

な
ぁ
と
思
っ
て
行
っ
て
み
る
も

い
ま
せ
ん
。
ま
だ
雪
解
け
水
が

多
く
、
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ
も
遊
ぶ
場

所
が
無
い
の
か
な
ぁ
。
と
、
流

れ
が
緩
や
か
な
西
郷
瀞と
ろ

に
行
っ

て
み
る
と
、
ぽ
つ
ー
ん
と
い
ま

し
た
。
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ
。
な
ん
だ

か
川
を
じ
っ
と
み
て
い
て
、
寂

し
そ
う
で
し
た
。
ど
う
や
ら
甲

子
の
森
を
出
て
ま
だ
間
も
な
い

の
で
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
い
い

の
か
、
み
ん
な
が
お
友
達
に

な
っ
て
く
れ
る
の
か
不
安
な
よ

う
で
し
た
。
大
丈
夫
だ
よ
。
ニ

シ
ゴ
ー
ヌ
。
き
っ
と
み
ん
な
お

友
達
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
っ
！

　
み
な
さ
ん
も
、
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ

を
見
か
け
た
ら
、
是
非
仲
よ
く

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
お
し
ゃ
れ
で
少
し
恥
ず
か

し
が
り
屋
さ
ん
の
よ
う
で
す

が
、
み
な
さ
ん
と
お
友
達
に
な

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
書
き
ま
し
て
、
今

月
号
の
広
報
誌
に
「
ニ
シ
ゴ
ー

ヌ
」
の
名
前
は
何
回
出
て
き
た

で
し
ょ
う
？
答
え
は
今
月
号
の

ど
こ
か
に
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。


